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IgEに対す る第 2の受容体である FceRII
(cD23)のB細胞やマクロファージ上での発現増
加.あるいは血約中の可溶性FceRI(sFceRI)
レベルの上界が調べられており.アレルギーの活
動状態とFceRTlとの関係が注目されている0本
研究では,サルXfiのFceRI桧山に当たっての基
礎的検討を行った｡
1.サル血刑中のsFceRITを2稚類の抗ヒト
FceRIIモノクローナル抗体を組み合わせて
ELISA法で測定した.測定結果はヒトが340U/
ml,チンパンジー56U/ml,オランウータン124
U/ml.アジルテナガザル20U/mlであった｡同
時に調べた旧世界サル6秤.Wr世界サル5種,原
損4種では桧山不能であり,使用したモノクロー
ナル抗体がこれらの小型サル種とは反応しないこ
とが考えられた｡
2.サル特異EBウイルスでトランスフォーム
したカニクイサルB細胞株上でのFceRI(CD
23)の発現を抗ヒトCD23モノクローナル (HIO7:
ニチレイ)を利用してFACSで調べた｡カニタ
イサルB細胞株にヒト由来B-celGrowthFactor
(BCGF)を加え,48時間培養した場合最も強い
CD23の発現が認められた｡
今後はCD23陽性カニクイサルB細胞株を利用
して.サル頬のCD23に特只的に反応するモノク
ローナル抗体を校数作成する必要がある.
なお,旧世界サルIgEの測定については抗ヒト
TgI王ポリクーロナル抗体を利用したサンドイ,ツチ
ELISAで定爪系が確立でき,標準化を進めてい
る｡
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